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研究成果の概要（和文）：産科医療機関に勤務している看護職（看護師・助産師）を対象に，子ども虐待発生予
防に向けた看護実践の意識化プログラムを開発し，無作為化比較試験を実施した。教育プログラムは2回の講義
とグループワークとした。介入群28名（脱落率9.7％）、対照群26名（脱落率13.3％）の分析結果として，プロ
グラム直後に、虐待発生予防に向けた看護実践自己評価尺度（NES-CMP）の要因「信頼関係の構築」，「育児支
援必要度の査定」，子ども虐待発生予防に向けた看護実践の意識，モチベーション，自信の得点が、介入群は対
象群に比べて有意に増加した。

研究成果の概要（英文）：A randomized controlled trial was conducted to develop an awareness program 
of nursing practice for the prevention of the occurrence of child maltreatment for nursing 
professionals (nurses and midwives) working in obstetric care facilities. The educational program 
consisted of two lectures and group work. The results of the analysis of 28 participants in the 
intervention group (dropout rate: 9.7%) and 26 participants in the control group (dropout rate: 13.3
%) showed that immediately after the program, the factors of the Nursing Practice Self-Assessment 
Scale for the Prevention of Child Maltreatment (NES-CMP), “building trusting relationships,” “
assessing the need for childcare support,” awareness of nursing practice to prevent the occurrence 
of child maltreatment, motivation, and confidence increased significantly in the intervention group 
compared to the target group.

研究分野： 公衆衛生看護学、母子保健

キーワード： 子ども虐待発生予防　産科　助産師　看護師　看護実践　意識化　プログラム開発

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の社会的意義は、増加する子ども虐待に対して、早期把握と早期支援の重要な位置にいる産科の助産師・
看護師に、虐待発生予防の看護実践の意識を高めることができた点にある。この研究により、教育プログラムは
看護師・助産師が虐待発生予防に取り組む意識やモチベーションに影響があり、親子の安全と福祉向上に貢献す
ることが期待される。本研究の課題については今後検討、修正する必要はあるが、全国の各医療機関で利用でき
る教育プログラムになる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

日本では，子ども虐待相談件数は上昇しており，虐待死亡事例の件数は減少していない。背景
に，親の精神疾患や社会的ハイリスク，予期しない妊娠などがある。国はその対策のため，妊娠
期から産後までの切れ目のない支援を推進している。 

その中で産科医療機関は，親子の虐待リスク要因の早期把握と退院後の生活を予測した切れ
目のない支援をする役割をもっている。そのために，支援が必要な親子に関しては，産科医療機
関から退院後，保健センターなど関係機関の支援者の関与を拒否されず支援をつなぐことが重
要である。先行研究では，看護職は支援が必要な母親を把握した後，看護職が母親との信頼関係
を活かして，家庭訪問をする保健師が拒否されないように橋渡しをしていた。また保健師とタイ
ムリーに情報交換をすることで必要な支援の在り方を検討し，「継続的」，「重層的」かつ「機を
逃さない」支援をして虐待発生予防につなげていた（大友ら，2013)。このことから，産科勤務
の看護師，助産師（以下，看護職とする）が虐待リスク要因に「気づく」と同時に，継続支援に
つなげることが虐待発生予防に重要であり，そのような支援ができる看護実践が求められてい
るといえる。 

しかし，看護職の中には虐待発生予防にはどのような看護実践が良いか迷ったり，「何か気に
かかる」母親に気づいても自信がないので誰にも報告しない人がいたりすることが明らかにな
った(前田ら，2007，武田ら，2010)。そこで，先行研究では子ども虐待発生予防の看護実践を探
索し，虐待発生予防に向けた看護実践自己評価尺度－産科病棟看護職版－（以下，NES-CMＰと
する）を作成した（大友他，2018）。虐待発生予防に向けた看護実践の成果は見えにくい。その
ため，子ども虐待発生予防に向けた看護実践を促進するために、虐待リスク要因の「気づき」や
継続支援につなげるなどの看護実践の意識化を図り，モチベーションや自信を高めることが必
要であると考えた。 

 
２．研究の目的 

産科に勤務する看護職の子ども虐待発生予防の看護実践の意識を高めるため，スタッフの教
育も行えることができる中堅以上の看護職を対象にした。子ども虐待発生予防に向けた看護実
践の意識化プログラムを開発し，効果を検証することを目的とした。仮説は，介入群は対照群に
比べ，NES-CMＰの得点が上昇し，子ども虐待発生予防に向けた看護実践の意識，モチベーショ
ン，自信が高くなるとした。 
 
３．研究の方法 
(1)研究デザインとリクルート方法 

本研究は，無作為化比較研究である。全国の分娩を取り扱っている（100 床以上）688 施設へ，
依頼書を送付した。サンプルサイズは，先行研究を参考に，脱落群も算定し，対照群 24 名程度，
介入群 24 名程度とした。参加要件は，産科病棟に勤務している看護職（助産師，看護師）で，
中堅看護職（5 年～10 年程度）または中間管理職，メールアドレスがある，A 講義前半グループ
と B 講義後半グループどちらに振り分けられても可能な方とした。 
(2)教育プログラムの手順と概要 

プレテストは，2021 年 9 月～10 月に助産師 3 名を対象にオンラインで実施した。①プログラ
ム内容のわかりやすさ②プログラムの時間設定の負担感③アンケートの回答のしやすさ④オン
ラインでの課題を調査し，本研究のプログラムを作成した。 

本研究は，2022 年 6 月～11 月に実施した。2022 年 6 月末に両群に同様のテキストとアンケ



ートを送付した。2022 年 7 月に介入群は，オンデマンド講義とオンライングループワーク（以
下，プログラムとする）を全 2 回実施した。１回目の講義内容は 1.母子を取り巻く環境の変化
と課題，対策，2.虐待発生予防に向けた看護実践：信頼関係の構築，3.虐待発生予防に向けた看
護実践：育児支援必要度の査定，4.虐待発生予防に向けた看護実践:チームケアの実践,多職種支
援体制のための調整，5.地域の保健師はどんな母子支援をしているの？とした。２回目の内容は，
1.子ども虐待の現状と予防，2.メンタルヘルス，3.DV，4.妊娠クライシス，育児支援の社会資源，
5.病院と地域が連携したら何かいいことある？事例紹介とした。所定の日時にオンラインでグル
ープワーク（以下、GW とする）（90 分）を行った。GW の目的は，メンバーの交流，チームの
実践の振り返り，子ども虐待発生予防に向けた看護実践（以下，看護実践とする）に対する思い
を共有し，看護実践の意識や，モチベーション，自信を高めることとした。評価はアンケートで
実施した。実施時期は，初回調査（Ｔ1）とプログラム直後（Ｔ2），プログラム 1 か月後（Ｔ3），
プログラム 3 か月後（Ｔ4）の計 4 回とした。介入群のみにプログラム直後（Ｔ2）に，講義の評
価アンケート（理解度，満足度，自由記載）を追加した。対照群へのアンケートは，介入群と同
内容であり，同時期に実施した。 
(3)調査項目，データ収集期間 
 調査項目は，基本属性，所属施設の組織体制，個人の経験，自由記載とした。プログラムの効
果は，NES-CMP，看護実践の意識，モチベーション，自信で評価した。NES-CMP は「多職種
支援体制のための調整(8 項目)」,「支援関係の構築(8 項目)」,「育児支援必要度の査定(10 項目)」,
「チームケアの実践(4 項目)」の 4 因子 30 項目（0～120 点）からなる。5 段階（0～4 点）リッ
カートスケールで測定した。看護実践の意識，モチベーション，自信については，0～10 の 10
段階リッカートスケールで測定した。プログラム直後（T2）のみ「本研究参加後，看護実践の意
識の変化」について自由記載を追加した。実施期間は 2022 年 6 月～11 月であった。 
 
４．研究成果 
〈結果〉 
（1） 研究協力者の概要 

研究の承諾があった 61 名を，無作為に
介入群（31 名），対照群（30 名）に割り付
けをした。介入群を A 講義前半グループ，
対照群を B 講義後半グループと命名し，盲
検化をした。介入群 31 名の脱落は３名（脱
落率 9.7％）であり，分析対象は 28 名とな
った。対照群 30 名の脱落は４名（脱落率
13.3％）であり，分析対象は 26 名となった
（図 1）。脱落理由は，要件外，予定が合わ
ない，返答がないであった。 

研究協力者は，すべて女性であった。介
入群は，助産師 26 人，看護師 2 人，平均
年齢 39.5（SD8.3）歳，職位は管理職 10 人，
スタッフ 18 人，産科勤務年数 13.4（SD7.0）
年であった。対照群は，助産師 26 人，看
護師 0 人，39.4（SD7.8）歳，職位は管理
職 6 人，スタッフ 20 人，産科勤務年数 14.4
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（SD6.9）年であった。属性の比較では，介入群と対照群で有意差のある項目はなかった。 
(2)プログラムによる NES-CMP の変化 

NES-CMP の合計得点には，初回
調査で有意差はなかった（表 1）。プ
ログラム後も NES-CMP の合計得
点には，介入群と対照群に有意な差
はなかった。しかし１か月後に，介
入群の得点は対照群に比べて上昇
した。 

NES-CMP の 4 要因別の結果，「多
職種支援体制のための調整」は，介
入群と対照群の得点に有意差はな
かったが，１か月後に得点が上昇
し，3 か月後も低下がなかった。「信
頼関係の構築」の得点と変化量は，
プログラム直後（T2）と変化量 1（2
回目調査-1 回目調査）（ｐ＜.05）は
有意な差がみられた。「育児支援必
要度の査定」の得点と変化量は，プ
ログラム直後（T2）（ｐ＜.05）と変
化量 1（2 回目調査－1 回目調査）
（ｐ＜.05），変化量 2（3 回目調査－
1 回目調査）（ｐ＜.05）に有意な差があった。「チームケアの実践」では介入群は 1 回目から満
点であり，そのまま移行した。対照群もほぼ満点に近く有意差はなかった。 
(3) プログラムによる看護実践の意識，モチベーション，自信の変化 
① 看護実践の意識 

プログラム後の変化量 1（2 回目調査-1 回目調査）（ｐ＜.05）に介入群と対照群に有意な
差があった。 

② 看護実践のモチベーション 
プログラム直後（T2）（ｐ＜.05），変化量 1（2 回目調査－1 回目調査）（ｐ＜.001），変化

量 2（3 回目調査－1 回目調査）（ｐ＜.05）に介入群と対照群に有意な差があった。 
③ 看護実践をする自信 

プログラム直後（T2）（ｐ＜.05）と変化量 1（2 回目調査－1 回目調査）（ｐ＜.001），変化
量 2（3 回目調査－1 回目調査）（ｐ＜.001）に有意な差があった。 

④ 介入群の看護実践に意識に影響を与えたもの 
介入群の看護実践に意識に影響を与えたものは，テキスト 13 人（46.2%），講義 1 回目 18

人（64.3%），講義 2 回目 19 人（67.9%），グループワーク 28 人（100%）であった。介入群
の自由記載には，「サポートが必要な母親の早期発見のための情報収集とスクリーニングを
意識するようになった」，「これまでのケアでいいと自信がついた」などがあった。 

⑤ プログラムの満足度と理解度 
1 回目講義の満足度評価は，満足 71.4％，少し満足 25.0％，少し不満 3.6％であった。2 回目

講義の満足度評価は，満足 75.9％，少し満足 24.1％であった。1 回目理解度評価はできた 71.4％，

表 1 NES-CMP，看護実践の意識，モチベーション，自信の変化 

項目   
  介入

群     対照群   群間比
較 

ｎ Medi
an 四分位範囲 ｎ Median 四分位範

囲 p 値 

NES-CMP 合計 

T1 初回調査 

28 

87.5 82.0-94.0 

26 

89 79.0-97.3 .7816 
T2  直後 89 80.8-94.0 84 63.3-95.3 .1504 
T3  1 か月後 90.5 85.5-94.8 85 71.8-97.8 .1997 

T4  3 か月後 89 83.3-95.5 91.5 80.5-
108.0 .6649 

変化量 1 -0.5 -6.0-7.5 -2 -9.3-11.3 .1456 
変化量 2 4 -7.5-8.0 0.5 -5.5-4.3 .3318 
変化量 3 0.5 -4.8-6.8 5 -4.3-11.3 .4883 

NES-CMP 第 1 因子 
多職種支援体制のための

調整 

T1 初回調査 

28 

24.0 18.5-26.0 

26 

24.0 21.5-26.0 .5950 
T2  直後 24.0 20.3-27.0 24 13.5-26.3 .6392 
T3  1 か月後 24.5 23.0-27.0 24.0 19.0-25.0 .1650 
T4  3 か月後 24.5 21.5-27.0 25.5 20.8-30.0 .5314 
変化量 1 0.0 -0.8-3.8 0.5 -3.3-3.3 .4086 
変化量 2 1.5 0.0-3.0 0.0 -2.0-1.6 .0626 
変化量 3 0.5 -2.0-4.0 1.5 -1.0-5.3 .7090 

NES-CMP 第 2 因子 
信頼関係の構築 

T1 初回調査 24.0 22.0-24.0 24.0 19.0-25.3 .6501 
T2  直後 24.0 22.3-25.0 22.5 17.8-24.0 .0202＊ 
T3  1 か月後 24.0 22.0-25.0 23.5 20.0-28.0 .5522 
T4  3 か月後 24.0 24.0-25.0 24.0 20.8-27.0 .5021 
変化量 1 0.5 -1.0-2.0 -1.5 -5.3-1.3 .0474＊ 
変化量 2 1.0 -1.5-2.8 0.0 -2.3-3.3 .7799 
変化量 3 0.5 0.0-3.0 1.0 -2.3-3.3 .8475 

NES-CMP 第 3 因子 
育児支援必要度の査定 

T1 初回調査 30.0 27.3-32.0 30.0 27.8-32.3 .8145 
T2  直後※ 30.0 28.0-31.0 27.5 23.0-30.3 .0498＊ 
T3  1 か月後 30.0 29.0-31.8 28.0 24.0-31.3 .1536 
T4  3 か月後 29.5 28.0-32.0 30.0 26.0-36.3 .7024 
変化量 1※ -1.0 -4.0-2.5 -2.0 -6.0-0.3 .0414＊ 
変化量 2※  0.5 -5.8-3.0 -1.0 -5.0-0.3 .6443 
変化量 3 0.0 -2.5-1.0 0.5 -3.3-4.0 .5781 

NES-CMP 第 4 因子 
チームケアの実践 

T1 初回調査 12.0 11.0-12.0 12.0 10.0-13.0 .8644 
T2  直後 12.0 11.0-13.0 11.5 9.8-13.0 .4984 
T3  1 か月後 12.0 10.3-13.0 12.0 10.0-13.0 .6572 
T4  3 か月後 12.0 11.0-13.0 12.0 10.0-15.0 .7982 
変化量 1 0.0 -1.0-1.0 0 -2.0-1.3 .7310 
変化量 2 0.0 -1.8-1.0 0 -1.0-1.0 .8940 
変化量 3 0.0 -3.0-1.0 0 -0.3-2.0 .3579 

 



少しできた 28.6％であった。2 回目理解度評価は，できた 89.7％，少しできた 10.4％であった。 
〈考察〉 
(1)プログラムによる NES-CMP の得点変化 

NES-CMP の合計得点の比較では，両群に有意差がなかった。しかし，4 つの要因に分解して
比較すると「信頼関係の構築」「育児支援必要度の査定」の要因は，プログラム直後（T2）で介
入群が対照群に比較し得点が有意に上昇した。これらは日常でよく行う看護実践であるため意
識が行動に移しやすいためと考える。一方で「多職種支援体制のための調整」「チームケアの実
践」は，プログラム前から高得点であったため，大きな変化は見られなかった。この理由は，研
究協力者はリーダーシップや教育力がある中間管理職や中堅看護職なので，基本的に実践でき
ている看護実践だったためと考える。 
(2)プログラムによる看護実践の意識，モチベーション，自信の変化 
 看護実践の意識，モチベーション，自信が主にプログラム直後（T2）で，介入群が対照群に比
較し有意に上昇していた。しかし，プログラム実施 3 か月後の得点は低下傾向にあり，介入群と
対照群の意識やモチベーション，自信に違いはなくなっていた。人のやる気は刺激後，一定期間
がたつと低下する傾向にある。そこで，子ども虐待発生予防の勉強会の他にグループワークや事
例検討会など，話し合う機会が必要であると考える。 
(3)グループワークの効果 

プログラム内容は講義と GW であるが，介入群の全員が，看護実践の意識に影響を与えたも
のはグループワークと回答した。自由記載から「これまでのケアでいいと自信がついた」という
記載があり，GW によりポジティブな感情が引き起こされていた。他者の意見を聞いたり，フィ
ードバックがあったりすることで，違う視点をもつことができ自己肯定感が高まったのではな
いかと考える。事例検討では，すべての参加者にとってエンパワメントになることが多いとされ
る（武井，2022）。このことから，GW で話し合うことで意識の変化や，モチベーション，自信
アップにつながっていたのではないかと考える。 
〈今後の課題〉 

本研究のプログラム（講義と GW）は 1 か月後に効果があった。しかし，3 か月後に低下傾向
にあるという課題が明らかになった。今後は，看護職の意識を継続するために勉強会や事例検討
会など意識を継続する対策が必要であると考える。 
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